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★★★

　分かる授業を創
る

80% 88% 110% Ａ

★★

　学校や社会に
貢献する生徒を
育てる

80% 86% 108% Ａ

★

児童生徒と向き合う
時間の確保

80% 100%
125
% Ａ

長時間勤務の削減 100% 76% 76% B

重点
d 中期（３年間）

経営目標

２月

c　中期経営目標を踏ま
えた現状（進捗状況）と
今年度の重点

働
き
方
改
革

各階に学年部屋を設ける
デイリーノートの提出を促し，生
徒との繋がりを強くする

児童生徒と向き合う時間が確保
されていると感じる教員の割合

自己の能力を発揮で
きる職場

仕事の効率を図り，日々のスケ
ジュール管理を行う

時間外勤務が月45時間(年間
360時間）までの教職員の割合

　和庄中学校区では，児童生徒の「自立」が当面の課題である。そのため，育成すべき資質・能力の重点は，引
き続き，「主体性・積極性」とする。授業改善では主発問を中心に研究し，自らの考えを表現し，学びを深める生
徒を育てる。
　生徒と向き合う時間を確保する方策は，各学年フロアに，「学年部屋」を設けたり，デイリーノートの提出を促し
たり，日常的なコミュニケーションを高める環境をつくる工夫を行う。

育成すべき資質・能力 知識・情報活用能力　　　思考力・判断力・表現力　　　主体性・積極性

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目） 自己評価

e 短期（今年度）
経営目標

令和３年１１月２日

令和３年度　　評価計画及び自己評価

和庄中学校区　校番　１０　　学校名　和庄中学校　　　

a　学校教育目標 夢を持ち　自ら学ぶ
ｂ　経営理念
ミッション
・ビジョン

〈ミッション〉（学校の使命）
　各個人の有する能力を伸ばしつつ，社会において自立的に生
きる基礎を培う。
　社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養う。

〈ビジョン〉（将来の学校像）
　郷土を愛する心豊かでたくましい生徒を育む学校

f　目標達成のための方
策

（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目
標
値

１０月

　ＩＣＴを積極的に活用し，
ユニバーサルデザインの
充実を図る

　「授業はよく分か
る」と答える生徒
の割合

貫

　学力の向上

　思考を働かせる
場をつくる

　50分間に一回は，全て
の生徒が自分の考えを表
現する場をつくる

　「授業中しっかり
考えている」と答え
る生徒の割合

80% 92% 115% A

80% 66%

貫

　「和庄中学校
区スピリット」に
基づく生徒の育
成

　礼儀正しく節度
を守る生徒を育
てる

教職員が率先し，生徒に
手本を示す

　「立ち止まって丁
寧に挨拶ができ
る」と答える生徒
の割合

80% 86%

　生徒会活動のＰＤＣＡサ
イクルを仕組む

　「生徒会活動は，
学校や地域に役
立っている」と答え
る生徒の割合

貫
　
　健康増進　・
　体力の向上

　メディアコント
ロールを推進す
る

デイリーノートを活用し，
一週間及び毎日の計画を
立てさせる。

　「メディア等の使
用時間を決め，適
切に使用してい
る」と答える生徒
の割合

108% Ａ

83% Ｂ

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－２


